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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源から射出された光を画像情報に応じて変調して投写面に投写する画像投写手段と、
前記画像投写手段を収容する筐体と、を備えたプロジェクターであって、
　前記筐体に設けられ、前記画像投写手段からの投写光が通過する開口部と、
　前記開口部を開閉可能なシャッターと、
　前記シャッターの位置を検出するシャッター位置検出手段と、
　前記シャッター位置検出手段の検出結果に基づき、前記シャッターが所定のオフ位置で
所定時間保持された場合に、前記プロジェクターの電源をオフする制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記シャッター位置検出手段の検出結果に基づき、前記シャッターが
所定のオン位置で所定時間保持された場合に、前記電源をオンし、
　前記制御手段は、前記電源をオンした後、前記シャッターを前記オン位置に所定の時間
保持された場合に、前記画像投写手段の輝度を変更することを特徴とする、プロジェクタ
ー。
【請求項２】
　請求項１に記載のプロジェクターであって、
　前記シャッターが前記オフ位置、または前記オン位置で保持されているときに報知する
報知手段、をさらに備えたことを特徴とする、プロジェクター。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のプロジェクターであって、
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　前記シャッターは所定の閉位置にあるときに前記開口部を閉塞し、前記オフ位置は前記
閉塞状態を保ちながら前記シャッターを移動させた位置、であることを特徴とする、プロ
ジェクター。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一項に記載のプロジェクターであって、
　前記シャッターは所定の開位置にあるときに前記開口部を開放し、前記オン位置は、前
記開放状態を保ちながら前記シャッターを移動させた位置、であることを特徴とする、プ
ロジェクター。
【請求項５】
　請求項３に記載のプロジェクターであって、
　前記制御手段は、前記シャッターが前記オフ位置、および前記閉位置にあるときに前記
画像投写手段による投写を中断する画像ミュート状態にすることを特徴とする、プロジェ
クター。
【請求項６】
　光源から射出された光を画像情報に応じて変調して投写面に投写する画像投写手段と、
前記画像投写手段を収容する筐体に設けられ前記画像投写手段からの投写光が通過する開
口部と、前記開口部を開閉可能なシャッターと、を備えたプロジェクターの制御方法であ
って、
　前記シャッターの位置を検出するシャッター位置検出ステップと、
　前記シャッター位置検出ステップにより、前記シャッターが所定のオフ位置で所定時間
保持されたことが検出された場合に、前記プロジェクターの電源をオフする制御ステップ
と、
　前記シャッター位置検出ステップでの検出結果に基づき、前記シャッターが所定のオン
位置で所定時間保持された場合に、前記電源をオンするステップと、
　前記電源をオンした後、前記シャッターを前記オン位置に所定の時間保持された場合に
、前記画像投写手段の輝度を変更するステップと、
を有することを特徴とする、プロジェクターの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プロジェクター、及びプロジェクターの制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像を投写するプロジェクターには、投写レンズを保護する、または画像の投写を一時
的に中断する（画像ミュート機能という）ために投写光を遮断する目的で、筐体の投写レ
ンズ用開口部を閉鎖可能なスライド式レンズシャッターを搭載したものがある。しかし、
使用者が、使用後にレンズシャッターを閉鎖するのを忘れ、そのまま持ち運んでしまう虞
があった。
【０００３】
　下記に示す特許文献１には、レンズシャッターの閉鎖に連動してプロジェクターの電源
をオフするプロジェクターが開示されている。このようなプロジェクターによれば、レン
ズシャッターを閉じればすぐに電源をオフするのでレンズシャッターを閉め忘れたまま持
ち運ぶのを防止することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－９３６０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　しかしながら、特許文献１のプロジェクターでは、画像の投写を一時的に中断する画像
ミュート機能と、電源オフ時におけるレンズシャッターの閉め忘れの防止を両立すること
はできなかった。また、レンズシャッターの開閉とプロジェクターの電源オン・オフを連
動させた場合、誤ってレンズシャッターを開閉しただけでプロジェクターの電源がオン・
オフしてしまうという問題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態または適用例として実現することが可能である。
【０００７】
　［適用例１］本適用例に係るプロジェクターは、光源から射出された光を画像情報に応
じて変調して投写面に投写する画像投写手段と、前記画像投写手段を収容する筐体と、を
備えたプロジェクターであって、前記筐体に設けられ、前記画像投写手段からの投写光が
通過する開口部と、前記開口部を開閉可能なシャッターと、前記シャッターの位置を検出
するシャッター位置検出手段と、前記シャッター位置検出手段の検出結果に基づき、前記
シャッターが所定のオフ位置で所定時間保持された場合に、前記プロジェクターの電源を
オフする制御手段と、を備えたことを特徴とする。
【０００８】
　本適用例によれば、開口部を開閉可能なシャッターを所定のオフ位置で所定時間保持す
ることでプロジェクターの電源をオフするので、誤ってシャッターをオフ位置に移動させ
た場合でも、シャッターを所定時間内に他の位置に移動させれば電源オフ操作を取り消す
ことが可能となる。
【０００９】
　［適用例２］上記適用例に記載のプロジェクターにおいて、前記制御手段は、前記シャ
ッター位置検出手段の検出結果に基づき、前記シャッターが所定のオン位置で所定時間保
持された場合に、前記プロジェクターの電源をオンする、ことを特徴とする。
【００１０】
　本適用例によれば、シャッターを所定のオン位置で所定時間保持することでプロジェク
ターの電源をオンするので、誤ってシャッターをオン位置に移動させた場合でも、シャッ
ターを所定時間内に他の位置に移動させれば電源オン操作を取り消すことが可能となる。
【００１１】
　［適用例３］上記適用例に記載のプロジェクターにおいて、前記シャッターが前記オフ
位置、または前記オン位置で保持されているときに報知する報知手段、をさらに備えたこ
とを特徴とする。
【００１２】
　本適用例によれば、シャッターがオフ位置またはオン位置に保持されている場合に報知
するので、ユーザーが誤ってシャッターをオフ位置、またはオン位置に移動させた場合に
、シャッターを他の位置に移動させるよう促すことが可能となる。
【００１３】
　［適用例４］上記適用例に記載のプロジェクターにおいて、前記シャッターは所定の閉
位置にあるときに前記開口部を閉塞し、前記オフ位置は前記閉塞状態を保ちながら前記シ
ャッターを移動させた位置、であることを特徴とする。
【００１４】
　本適用例によれば、シャッターを閉位置に移動させて開口部を閉塞した後、シャッター
をオフ位置に移動させることで開口部の閉塞状態を保持しながら電源をオフすることが可
能となる。
【００１５】
　［適用例５］上記適用例に記載のプロジェクターにおいて、前記シャッターは所定の開
位置にあるときに前記開口部を開放し、前記オン位置は、前記開放状態を保ちながら前記
シャッターを移動させた位置、であることを特徴とする。
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【００１６】
　本適用例によれば、シャッターを開位置に移動させて開口部を開放した後、シャッター
をオン位置に移動させることで開口部の開放状態を保持しながら電源をオンすることが可
能となる。
【００１７】
　［適用例６］上記適用例に記載のプロジェクターにおいて、前記制御手段は、前記シャ
ッターが前記オフ位置、および前記閉位置にあるときに前記画像投写手段による投写を中
断する画像ミュート状態にすることを特徴とする。
【００１８】
　本適用例によれば、シャッターを閉位置に移動させて投写を中断する画像ミュート状態
にした後、シャッターをオフ位置に移動させることで、画像ミュート状態を保持したまま
電源をオフすることが可能となる。
【００１９】
　［適用例７］上記適用例に記載のプロジェクターにおいて、前記制御手段は、前記プロ
ジェクターの電源をオンした後、前記シャッターを前記オン位置に所定の時間保持された
場合に、前記画像投写手段の輝度を変更する、ことを特徴とする。
【００２０】
　本適用例によれば、プロジェクターの電源オン後、シャッターをオン位置で所定時間保
持することで画像投写手段の輝度を変更するので、面倒なメニュー操作を行うことなく、
シャッター操作のみで電源オン後の輝度変更が可能となる。
【００２１】
　［適用例８］本適用例に係るプロジェクターの制御方法は、光源から射出された光を画
像情報に応じて変調して投写面に投写する画像投写手段と、前記画像投写手段からの投写
光が通過する開口部と、前記開口部を開閉可能なシャッターと、を備えたプロジェクター
の制御方法であって、前記シャッターの位置を検出するシャッター位置検出ステップと、
前記シャッター位置検出ステップにより、前記シャッターが所定のオフ位置で所定時間保
持されたことが検出された場合に、前記プロジェクターの電源をオフする制御ステップと
、を有することを特徴とする。
【００２２】
　本適用例によれば、開口部を開閉可能なシャッターを所定のオフ位置で所定時間保持す
ることでプロジェクターの電源をオフするので、誤ってシャッターをオフ位置に移動させ
た場合でも、シャッターを所定時間内に他の位置に移動させれば電源オフ操作を取り消す
ことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】プロジェクターの斜視図であり、（ａ）はシャッターを開放した状態、（ｂ）は
シャッターを閉鎖した状態を示す図。
【図２】プロジェクターのスリット周辺の拡大図。
【図３】プロジェクターの開口部周辺の拡大図。
【図４】プロジェクターの概略構成を示すブロック図。
【図５】シャッター位置とプロジェクターの動作状態の遷移を示す図。
【図６】プロジェクターが動作中にシャッターが移動したことを検出した時の動作を示す
フローチャート。
【図７】プロジェクターがスタンバイ中にシャッターがオン位置に移動したことを検出し
た時の動作を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明するが、以下の実施形態は特許請
求の範囲にかかる発明を限定するものではなく、また、実施形態における特徴の組み合わ
せの全てが発明の解決手段に必須であるとは限らない。



(5) JP 6069942 B2 2017.2.1

10

20

30

40

50

【００２５】
　（第１実施形態）
　図１は本実施形態のプロジェクター１の斜視図であり、図１（ａ）はシャッター４が開
位置にあるとき、図１（ｂ）はシャッター４が閉位置にあるときの状態を示す。
  図１に示すように、プロジェクター１は、上面２ｔ、前面２ｆなどを有する筐体２によ
って装置本体が覆われた構成となっている。なお、本実施形態においては、プロジェクタ
ー１に対して、投写方向である前面２ｆ方向を前方として説明する。
【００２６】
  筐体２の上面２ｔには、ユーザーにより入力操作が行われる複数の操作キーを備えた入
力操作手段２３が備えられ、入力操作手段２３の近傍には、プロジェクター１の動作状態
を報知するための報知手段２６が備えられている。
【００２７】
　筐体２の前面２ｆには、開口部３が形成されており、開口部３の後方には、前方に向か
って画像光（投写光）を投写する投写レンズ１３が備えられている。すなわち、投写光は
開口部３を通過して投写面に投写される。
　開口部３には、カバー部材としてのシャッター４が開閉可能に備えられており、開口部
３をシャッター４で閉塞することによって、投写レンズ１３を保護するとともに投写光を
遮光することが可能となっている。
【００２８】
　シャッター４は、例えば合成樹脂等の材料からなる略矩形の板状体であり、その１つの
角部には、開閉操作を行うための操作ツマミ４ａが一体的に形成されている（図３参照）
。
　操作ツマミ４ａは、筐体２の上面２ｔに形成されたスリット５から露出しており、その
スリット５に沿って操作ツマミ４ａを左右にスライド操作することによって、シャッター
４の開閉を行うことができる。また、操作ツマミ４ａは、筐体２の上面２ｔよりも上方に
突出するようになっており、スライド操作を容易にしている。
【００２９】
　図１（ａ）に示すように、シャッター４が開位置の状態にあるとき、シャッター４は、
開口部３を開放し、投写レンズ１３が露出する。さらに、図１（ｂ）に示すように、シャ
ッター４が閉位置の状態にあるとき、シャッター４は、開口部３を閉塞する。
　また、筐体２の内側、シャッター４と隣接する部分には、シャッター４の位置を検出す
る、図示しないフォトセンサーなどで構成されるシャッター位置検出手段２５（図４参照
）が配置されており、シャッター４が、オン位置、開位置、閉位置、オフ位置のいずれに
あるかを判断することができるようになっている。
【００３０】
　図２は、プロジェクター１の上面２ｔに位置するスリット５の周辺の拡大図であり、上
面側から見た図である。また、図３（ａ）～（ｄ）は、プロジェクター１の開口部３周辺
の拡大図であり、前面側から見た図である。ここで、図３（ａ）～（ｄ）は、シャッター
４の開閉状態を示している。
  図２に示すように、スリット５は、筐体２の前面２ｆと略平行に形成されており、シャ
ッター４は、操作ツマミ４ａがスリット５の左端部（前方に向かって左側の端部）５ａに
接する位置と、操作ツマミ４ａがスリット５の右端部（前方に向かって右側の端部）５ｄ
に接する位置との間を移動可能になっている。
【００３１】
　操作ツマミ４ａをスライド操作して、スリット５の左端部５ａに移動させると、シャッ
ター４は、図３（ａ）に示すように開口部３を閉塞し、投写レンズ１３を覆ってその射出
面を保護するとともに遮光状態にする。
　次に操作ツマミ４ａをスライド操作して、スリット５の右端部５ｄに移動させると、シ
ャッター４は、図３（ｄ）に示すように、投写レンズ１３の前方（射出方向）から移動し
、開口部３を開放させる。この結果、開口部３から投写レンズ１３が露出し、画像光の投
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写が可能な状態となる。
【００３２】
　また、スリット５には左端部５ａと右端部５ｄの間に位置５ｂ、５ｃがある。
　位置５ｂは左端部５ａ寄りにあり、操作ツマミ４ａをスライド操作して、シャッター４
をスリット５の位置５ｂに移動させることにより、左端部５ａまで移動させなくても、図
３（ｂ）に示すように、シャッター４が開口部３を閉塞し、投写レンズ１３を覆って画像
光を遮光状態にすることができる。
　また、位置５ｃは右端部５ｄ寄りにあり、操作ツマミ４ａをスライド操作して、シャッ
ター４をスリット５の位置５ｃに移動させることにより、右端部５ｄまで移動させなくて
も、図３（ｃ）に示すように、開口部３を開放させることができる。
　なお、これ以降、操作ツマミ４ａをスリット５の左端部５ａに移動させたときのシャッ
ター４の位置を「オフ位置」と呼び、操作ツマミ４ａをスリット５の右端部５ｄに移動さ
せたときのシャッター４の位置を「オン位置」と呼び、操作ツマミ４ａをスリット５の位
置５ｃに移動させたときのシャッター４の位置を「開位置」と呼び、操作ツマミ４ａをス
リット５の位置５ｂに移動させたときのシャッター４の位置を「閉位置」と呼ぶ。
【００３３】
　図４は、本実施形態のプロジェクターの概略構成を示すブロック図である。
  図４に示すように、プロジェクター１は、画像投写手段１０、ＯＳＤ処理手段１６、画
像信号処理手段１７、画像信号入力手段１８、制御手段２０、記憶手段２１、光源制御手
段２２、入力操作手段２３、シャッター位置検出手段２５、報知手段２６、電源端子３０
、電源部３１等で構成されており、これらは筐体２（図１）の内部、または外面に収容さ
れている。
【００３４】
　画像投写手段１０は、光源１１、光変調装置としての３つの液晶ライトバルブ１２（１
２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ）、投写光学系としての投写レンズ１３、液晶駆動手段１４等を含
んでいる。画像投写手段１０は、光源１１から射出された光を、液晶ライトバルブ１２Ｒ
，１２Ｇ，１２Ｂで変調し、投写レンズ１３から投写することによってスクリーンＳＣ等
の投写面に画像を表示する。
【００３５】
　光源１１は、超高圧水銀ランプやメタルハライドランプ等からなる放電型の光源ランプ
１１ａと、光源ランプ１１ａが放射した光を液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ側
に反射するリフレクター１１ｂとを含んで構成されている。光源１１から射出された光は
、図示しないインテグレーター光学系によって輝度分布が略均一な光に変換され、図示し
ない色分離光学系によって光の３原色である赤色（Ｒ），緑色（Ｇ），青色（Ｂ）の各色
光成分に分離された後、それぞれ液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂに入射する。
【００３６】
　液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂは、一対の透明基板間に液晶が封入された液
晶パネル等によって構成される。液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂには、マトリ
ックス状に配列された複数の画素（図示せず）が形成されており、液晶に対して画素毎に
駆動電圧を印加可能となっている。
　液晶駆動手段１４が、入力される画像情報に応じた駆動電圧を各画素に印加すると、各
画素は、画像情報に応じた光透過率に設定される。このため、光源１１から射出された光
は、この液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂを透過することによって変調され、画
像情報に応じた画像光が色光毎に形成される。
　形成された各色の画像光は、図示しない色合成光学系によって画素毎に合成されてカラ
ーの画像光となった後、投写レンズ１３によってスクリーンＳＣ等に拡大投写される。
【００３７】
　本実施形態では、光源として光源ランプ１１ａを用いて投写するプロジェクター１を例
示したが、本発明は光源としてＬＥＤ（Light Emitting Diode）光源やレーザー光源など
を用いて投写するプロジェクターにも適用することができる。
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【００３８】
　なお、本実施形態では、画像投写手段１０は、光変調装置としての３つの液晶ライトバ
ルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂを用いた透過型液晶方式の投写光学系を例示したが、反射型
液晶表示方式やマイクロミラーデバイス方式（ライトスイッチ表示方式）など、他の表示
方式の光変調装置を採用しても良い。
【００３９】
　制御手段２０は、図示しないＣＰＵ（Central Processing Unit）や、各種データ等の
一時記憶に用いられるＲＡＭ（Random Access Memory）等を備え、記憶手段２１に記憶さ
れている制御プログラム（図示せず）に従って動作することによりプロジェクター１の動
作を統括制御する。つまり、制御手段２０は、記憶手段２１とともにコンピューターとし
て機能する。制御手段２０は、時間を計時するタイマー２０１を備える。
【００４０】
　記憶手段２１は、図示しないフラッシュメモリーやＦｅＲＡＭ（Ferroelectric RAM：
強誘電体メモリー）等の書き換え可能な不揮発性のメモリーにより構成されている。記憶
手段２１には、プロジェクター１の動作を制御するための制御プログラムや、プロジェク
ター１の動作条件等を規定する各種設定データ等が記憶されている。
【００４１】
　入力操作手段２３は、ユーザーがプロジェクター１に対して各種指示を行うための複数
の操作キーを備えている。
　入力操作手段２３が備える操作キーとしては、電源のオン・オフを交互に切り替えるた
めの電源キーや、画像信号入力手段１８に入力される複数の画像入力端子を切り替えるた
めの入力切替キー、各種設定を行うための設定メニューを重畳表示させるメニューキー、
メニューからユーザーが設定項目を選択するカーソルキー、決定キー、エスケープキー、
ヘルプキー等がある。
【００４２】
　ユーザーが入力操作手段２３の各種操作キーを操作すると、入力操作手段２３は、ユー
ザーの操作内容に応じた操作信号を制御手段２０に出力する。なお、入力操作手段２３は
、リモートコントローラー（リモコン）信号受信手段（図示せず）と遠隔操作が可能なリ
モートコントローラー（図示せず）を有した構成としてもよい。この場合、リモートコン
トローラーは、ユーザーの操作内容に応じた赤外線等の操作信号を発し、リモコン信号受
信手段がこれを受信して制御情報として制御手段２０に伝達する。
【００４３】
　画像信号入力手段１８は、上述したように複数の画像入力端子を備えており、各画像入
力端子より、ビデオ再生装置やパーソナルコンピューター等、外部の画像出力装置から、
図示しないケーブル、又は通信機器などを介して画像情報が入力される。入力された画像
情報は、制御手段２０の指示に基づき、画像信号処理手段１７に出力される。
【００４４】
　画像信号処理手段１７は、画像信号入力手段１８から入力される画像情報を、液晶ライ
トバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂの各画素の階調を表す画像情報に変換する。ここで、変
換された画像情報は、赤（Ｒ），緑（Ｇ），青（Ｂ）の色光別になっており、各液晶ライ
トバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂのすべての画素に対応する複数の画素値によって構成さ
れている。画素値とは、対応する画素の光透過率を定めるものであり、この画素値によっ
て、各画素を透過し射出する光の強弱（階調）が規定される。
【００４５】
　ＯＳＤ処理手段１６は、制御手段２０の指示に基づいて、投写画像上に、メニュー画像
やメッセージ画像等のＯＳＤ（オンスクリーンディスプレイ）画像を重畳して表示するた
めの処理を行う。ＯＳＤ処理手段１６は、図示しないＯＳＤメモリーを備えており、ＯＳ
Ｄ画像を形成するための図形やフォント等を表すＯＳＤ画像情報を記憶している。
【００４６】
　制御手段２０が、ＯＳＤ画像の重畳表示を指示すると、ＯＳＤ処理手段１６は、必要な
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ＯＳＤ画像情報をＯＳＤメモリーから読み出し、投写画像上の所定の位置にＯＳＤ画像が
重畳されるように、画像信号処理手段１７から入力される画像情報にこのＯＳＤ画像情報
を合成する。ＯＳＤ画像情報が合成された画像情報は、液晶駆動手段１４に出力される。
なお、制御手段２０からＯＳＤ画像を重畳する旨の指示がない場合には、ＯＳＤ処理手段
１６は、画像信号処理手段１７から入力される画像情報を、そのまま液晶駆動手段１４に
出力する。制御手段２０は、この他に、後述する電源オン・オフなどの制御を行う。
【００４７】
　液晶駆動手段１４は、ＯＳＤ処理手段１６から入力される画像情報に従って液晶ライト
バルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂを駆動すると、液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ
は、画像情報に応じた画像を形成し、この画像が投写レンズ１３から投写される。
【００４８】
　光源制御手段２２は、制御手段２０の指示に基づいて、光源１１に対する電力の供給と
停止とを制御し、光源１１の点灯、及び消灯を切り替える。また、光源制御手段２２は光
源１１の輝度を多段階で調整する機能を持つ。
【００４９】
　シャッター位置検出手段２５は、図示しない複数のフォトセンサーやメカスイッチなど
で構成され、シャッター４を操作ツマミ４ａでスライド移動したときの位置がオン位置、
開位置、閉位置、オフ位置のいずれの位置にあるかを検出し、その検出結果を制御手段２
０に通知する。
【００５０】
　報知手段２６は、ＬＥＤやブザーなどで構成され、制御手段２０の指示に基づき、プロ
ジェクター１の動作状態を報知するものである。報知手段２６が報知するプロジェクター
１の動作状態としては、電源のオン・オフや異常発生、画像ミュート状態、シャッター４
をオン位置またはオフ位置に保持している状態などがある。
【００５１】
　電源部３１には、ＡＣ１００Ｖ等の電力が電源端子３０を介して外部から供給される。
電源部３１は、例えば、商用電源（交流電源）を所定の電圧の直流電源に変換して、プロ
ジェクター１の各部に電力を供給する。また、電源部３１は、制御手段２０の指示に基づ
いて、画像の投写に必要な電力（動作電力）を各部に供給する状態（電源オン状態）と、
動作電力の供給を停止して、電源をオンにするための操作を待機する状態（スタンバイ状
態）とを切り替えることができる。
【００５２】
　本実施形態のプロジェクター１は、上記のように構成されているため、電源端子３０に
電源ケーブル（図示せず）が接続され、電源部３１に電力が供給されると、電源部３１は
、少なくとも制御手段２０、記憶手段２１、入力操作手段２３に電力（スタンバイ電力）
の供給を行い、制御手段２０は、この電力供給を受けて、制御プログラムに従った動作を
開始する。
　電力が供給された直後には、プロジェクター１は、スタンバイ状態（「電源オフ状態」
ともいう。）であり、光源１１を消灯させた状態を維持している。そして、入力操作手段
２３に備わる電源キーがユーザーにより操作されると、制御手段２０は、電源部３１に指
示をして、各部への動作電力の供給を開始させ、プロジェクター１を電源オン状態に移行
させる。
【００５３】
　次に、本実施形態のプロジェクター１のシャッター４の位置と動作状態の遷移を、図５
を用いて説明する。
【００５４】
　状態（ａ）はプロジェクター１が動作中でシャッター４が開位置にあり画像を投写して
いる状態を示す。
　状態（ｂ）は状態（ａ）の状態からシャッター４を閉位置に移動させた状態を示す。こ
の状態ではシャッター４が開口部３を閉鎖するため、投写光が遮断され、画像ミュート状
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態になる。状態（ｂ）からシャッター４を開位置に移動させた場合は状態（ａ）に遷移し
、画像の投写を再開する。
　状態（ｃ）は状態（ｂ）の状態からシャッター４をオフ位置に移動させた状態を示す。
この状態では、シャッター４が開口部３を閉鎖した画像ミュート状態が保持され、電源を
オフするための時間待ち状態になる。
　状態（ｄ）は状態（ｃ）のようにシャッター４がオフ位置で保持されたまま所定時間Ｔ
１（例えば１秒）を経過した状態を示す。このとき、プロジェクター１は電源がオフされ
スタンバイ状態になる。状態（ｃ）から所定時間Ｔ１を経過する前にシャッター４を閉位
置に移動させた場合は状態（ｂ）に遷移する。
　状態（ｅ）は状態（ｄ）のようにプロジェクター１がスタンバイ状態でシャッター４が
オン位置に移動した状態を示す。このとき、プロジェクター１はまだ電源オンせず、画像
を投写しておらず、電源オン待ち状態になる。
　状態（ｆ）は状態（ｅ）のようにシャッター４がオン位置で保持されたまま所定時間Ｔ
３（例えば１秒）を経過した状態を示す。このとき、プロジェクター１は電源がオンされ
画像の投写が開始される。
　状態（ｆ）から所定時間Ｔ２（例えば０．５秒）を経過する前にシャッター４を開位置
に移動させた場合は状態（ａ）に遷移する。また、状態（ｆ）は画像投写手段１０の輝度
を変更するための時間待ち状態にもなる。
　状態（ｇ）はプロジェクター１が電源オンした後、状態（ｆ）のようにシャッター４が
オン位置で保持されたまま所定時間Ｔ２（例えば０．５秒）を経過した状態を示す。この
とき、プロジェクター１は画像投写手段１０の輝度が所定のステップでアップまたはダウ
ンし、再度状態（ｆ）に遷移する。
【００５５】
　次に、本実施形態のプロジェクター１の動作を図６、及び図７のフローチャートを用い
て説明する。図６はプロジェクター１が動作中にシャッター４が移動したことを検出した
ときの動作、図７はプロジェクター１がスタンバイ中にシャッター４がオン位置に移動し
たことを検出した時の動作を示すフローチャートである。本実施形態において、シャッタ
ー４はオン位置、開位置、閉位置、オフ位置のいずれかに設定されているものとする。
【００５６】
（動作中にシャッター４が移動したことを検出したとき）
　図６に示すように、プロジェクター１が動作中にシャッター４が他の位置に移動したこ
とを検出すると（ステップＳ１０１）、ステップＳ１０２に遷移する。
【００５７】
　ステップＳ１０２において制御手段２０は、シャッター４が開位置にあるか否かを調べ
る。シャッター４が開位置にある場合（ステップＳ１０２：Ｙ）、ステップＳ１０５に遷
移する。シャッター４が開位置にない場合（ステップＳ１０２：Ｎ）、ステップＳ１０３
に遷移する。
【００５８】
　ステップＳ１０３において制御手段２０は、シャッター４が閉位置にあるか否かを調べ
る。シャッター４が閉位置にある場合（ステップＳ１０３：Ｙ）、ステップＳ１０６に遷
移する。シャッター４が閉位置にない場合（ステップＳ１０３：Ｎ）、ステップＳ１０４
に遷移する。
【００５９】
　ステップＳ１０４において制御手段２０は、シャッター４がオン位置にあるか否かを調
べる。シャッター４がオン位置にある場合（ステップＳ１０４：Ｙ）、ステップＳ１１２
に遷移する。シャッター４がオン位置にない（つまりシャッター４がオフ位置にある）場
合（ステップＳ１０４：Ｎ）、ステップＳ１０８に遷移する。なお、ステップＳ１０１か
らステップＳ１０４がシャッター位置検出ステップに相当する。
【００６０】
　ステップＳ１０５において制御手段２０は、プロジェクター１の画像ミュート状態（画
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面ミュート）を解除して画像の投写を再開させ、ステップＳ１０７に遷移する。
【００６１】
　ステップＳ１０６において制御手段２０は、プロジェクター１を画像ミュート状態にし
て画像の投写を中断させ、ステップＳ１０７に遷移する。
【００６２】
　ステップＳ１０７において本動作フローを終了する。
【００６３】
　ステップＳ１０８において制御手段２０は、プロジェクター１を画像ミュート状態にし
て画像の投写を中断させ、ステップＳ１０９に遷移する。
【００６４】
　ステップＳ１０９において制御手段２０は、タイマー２０１による計時をスタートし、
報知手段２６によりシャッター４がオフ位置で保持されていることを報知し、ステップＳ
１１０に遷移する。
【００６５】
　ステップＳ１１０において制御手段２０は、シャッター４がオフ位置にあるか否かを調
べる。シャッター４がオフ位置にある場合（ステップＳ１１０：Ｙ）、ステップＳ１１１
に遷移する。シャッター４がオフ位置にない（つまりシャッター４が他の位置に移動した
）場合（ステップＳ１１０：Ｎ）、ステップＳ１１７に遷移する。
【００６６】
　ステップＳ１１１において制御手段２０は、タイマー２０１による計時時間が所定時間
Ｔ１（例えば１秒）を経過したか否かを調べる。タイマー２０１による計時時間が所定時
間Ｔ１を経過した場合（ステップＳ１１１：Ｙ）、ステップＳ１１８に遷移する。タイマ
ー２０１による計時時間が所定時間Ｔ１を経過していない場合（ステップＳ１１１：Ｎ）
、ステップＳ１１０に遷移する。
【００６７】
　ステップＳ１１２において制御手段２０は、プロジェクター１の画像ミュート状態を解
除して画像の投写を再開させ、ステップＳ１１３に遷移する。
【００６８】
　ステップＳ１１３において制御手段２０は、タイマー２０１による計時をスタートし、
報知手段２６によりシャッター４がオン位置で保持されていることを報知し、ステップＳ
１１４に遷移する。
【００６９】
　ステップＳ１１４において制御手段２０は、シャッター４がオン位置にあるか否かを調
べる。シャッター４がオン位置にある場合（ステップＳ１１４：Ｙ）、ステップＳ１１５
に遷移する。シャッター４がオン位置にない（つまりシャッター４が他の位置に移動した
）場合（ステップＳ１１４：Ｎ）、ステップＳ１１７に遷移する。
【００７０】
　ステップＳ１１５において制御手段２０は、タイマー２０１による計時時間が所定時間
Ｔ２（例えば０．５秒）を経過したか否かを調べる。タイマー２０１による計時時間が所
定時間Ｔ２を経過した場合（ステップＳ１１５：Ｙ）、ステップＳ１１６に遷移する。タ
イマー２０１による計時時間が所定時間Ｔ２を経過していない場合（ステップＳ１１５：
Ｎ）、ステップＳ１１４に遷移する。
【００７１】
　ステップＳ１１６において制御手段２０は、光源制御手段２２により光源１１の輝度を
あらかじめ定められたステップでアップまたはダウンし、ステップＳ１１３に遷移する。
例えば光源１１の輝度が最も明るくなっている場合は暗くなる方向に輝度をダウンさせる
。
【００７２】
　ステップＳ１１７において、制御手段２０は、タイマー２０１の計時を停止し、次に報
知手段２６による報知を終了してステップＳ１０２に遷移する。
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【００７３】
　ステップＳ１１８において、制御手段２０は、タイマー２０１の計時を停止し、次に報
知手段２６による報知を終了してステップＳ１１９に遷移する。
【００７４】
　ステップＳ１１９において、制御手段２０は、光源制御手段２２により光源１１を消灯
し、ステップＳ１２０に遷移する。
【００７５】
　ステップＳ１２０において、制御手段２０は、プロジェクター１の電源をオフしてスタ
ンバイ状態に移行させ、本動作フローを終了する。なお、ステップＳ１１０からステップ
Ｓ１１１，ステップＳ１１８，ステップＳ１１９を経てステップＳ１２０に至る遷移が制
御ステップに相当する。
【００７６】
（スタンバイ中にシャッター４がオン位置に移動したことを検出したとき）
　図７に示すように、プロジェクター１がスタンバイ中に、シャッター位置検出手段２５
によりシャッター４がオン位置に移動したことを検出すると（ステップＳ２０１）、ステ
ップＳ２０２に遷移する。
【００７７】
　ステップＳ２０２において制御手段２０は、タイマー２０１による計時をスタートし、
報知手段２６によりシャッター４がオン位置で保持されていることを報知し、ステップＳ
２０３に遷移する。
【００７８】
　ステップＳ２０３において制御手段２０は、シャッター４がオン位置にあるか（保持さ
れているか）否かを調べる。シャッター４がオン位置にある場合（ステップＳ２０３：Ｙ
）、ステップＳ２０４に遷移する。シャッター４がオン位置にない、即ちシャッター４が
他の位置に移動した場合（ステップＳ２０３：Ｎ）、ステップＳ２０９に遷移する。
【００７９】
　ステップＳ２０４において制御手段２０は、タイマー２０１による計時時間が所定時間
Ｔ３（例えば１秒）を経過したか否かを調べる。タイマー２０１による計時時間が所定時
間Ｔ３を経過した場合（ステップＳ２０４：Ｙ）、ステップＳ２０５に遷移する。タイマ
ー２０１による計時時間が所定時間Ｔ３を経過していない場合（ステップＳ２０４：Ｎ）
、ステップＳ２０３に遷移する。
【００８０】
　ステップＳ２０５において、制御手段２０は、タイマー２０１の計時を停止し、次に報
知手段２６による報知を終了してステップＳ２０６に遷移する。
【００８１】
　ステップＳ２０６において、制御手段２０は、光源制御手段２２により、光源１１を点
灯させ、ステップＳ２０７に遷移する。
【００８２】
　ステップＳ２０７において、制御手段２０は、画像信号入力手段１８より入力される画
像信号に基づく画像を画像投写手段１０に投写させ、本動作フローを終了する。
【００８３】
　ステップＳ２０９において、制御手段２０は、タイマー２０１の計時を停止し、次に報
知手段２６による報知を終了してステップＳ２１０に遷移する。
【００８４】
　ステップＳ２１０において、制御手段２０は、プロジェクター１をスタンバイ状態に移
行させ、本動作フローを終了する。
【００８５】
　以上説明したように、本実施形態のプロジェクター１によれば、投写光を遮断するシャ
ッター４をオフ位置で所定時間Ｔ１の間保持することによりプロジェクター１の電源をオ
フするので、誤ってシャッター４をオフ位置に移動させた場合でも、シャッター４を所定
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時間Ｔ１が経過する前に他の位置に移動させれば電源オフ操作を取り消すことが可能とな
る。
【００８６】
　また、シャッター４をオン位置で所定時間Ｔ３の間保持することでプロジェクター１の
電源をオンするので、誤ってシャッター４をオン位置に移動させた場合でも、シャッター
４を所定時間Ｔ３が経過する前に他の位置に移動させれば電源オン操作を取り消すことが
可能となる。
【００８７】
　また、シャッター４がオフ位置またはオン位置に保持されている場合には、報知手段２
６により報知するので、ユーザーが誤ってシャッター４をオフ位置、またはオン位置に移
動させた場合にシャッター４を他の位置に移動させるよう促すことが可能となる。
　また、シャッター４を閉位置に移動させて投写光を遮断した後、シャッター４をオフ位
置に移動させることで投写光の遮断状態を保持しながら電源をオフすることが可能となる
。
【００８８】
　また、シャッター４を開位置に移動させて開放した後、シャッター４をオン位置に移動
させることで開放状態を保持しながら電源をオンすることが可能となる。
　また、シャッター４を閉位置に移動させて投写を中断する画像ミュート状態にした後、
シャッター４をオフ位置に移動させることで、画像ミュート状態を保持したまま電源をオ
フすることが可能となる。
　また、プロジェクター１の電源オン後、シャッター４をオン位置で所定時間Ｔ２の間保
持することで画像投写手段１０の投写輝度を変更するので、面倒なメニュー操作を行うこ
となく、シャッター４の操作のみで電源オン後の輝度変更が可能となる。
【００８９】
  また、上記実施形態は、以下のように変更してもよい。
　（変形例１）
　上記実施形態において、スリット５のオフ位置（５ａ）、オン位置（５ｄ）にそれぞれ
スプリング機構を備え、操作ツマミ４ａオフ位置、オン位置で保持した後、操作ツマミ４
ａを離すことにより、スプリング機構によって、シャッター４がそれぞれ閉位置（５ｂ）
、開位置（５ｃ）に移動するようにしてもよい。これにより、ユーザーがシャッター４を
オフ位置、オン位置で保持してプロジェクター１の電源がオフ、オンしたのを確認した後
、操作ツマミ４ａを離すだけで、シャッター４を閉位置、開位置に移動させるための操作
が不要になる。また、シャッター４を開位置、閉位置へ移動させるつもりがオン位置、オ
フ位置まで移動させてしまった場合、操作ツマミ４ａを離せば、シャッター４を所望の開
位置、閉位置に移動させることができる。
【００９０】
　（変形例２）
　シャッター４がオフ位置で保持されたまま所定時間Ｔ１を経過した場合に、上記実施形
態においては電源がオフされスタンバイ状態になっていたが、完全な電源オフ状態（その
状態からシャッター４をオン位置に移動させても電源がオンしない状態）に移行させても
よい。この場合は、電源プラグを一度抜き差しするなどによって、プロジェクターをスタ
ンバイ状態に移行させる。このような構成でも、上記実施形態と同様に、誤ってシャッタ
ー４をオフ位置に移動させた場合でも、シャッター４を所定時間Ｔ１内に他の位置に移動
させれば電源オフ操作を取り消すことができる。
【符号の説明】
【００９１】
　１…プロジェクター、４…シャッター、４ａ…操作ツマミ、５…スリット、１０…画像
投写手段、１１…光源、１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ…液晶ライトバルブ、１３…投写レンズ
、１４…液晶駆動手段、１６…ＯＳＤ処理手段、１７…画像信号処理手段、１８…画像信
号入力手段、２０…制御手段、２０１…タイマー、２１…記憶手段、２２…光源制御手段
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、２３…入力操作手段、２５…シャッター位置検出手段、２６…報知手段、３０…電源端
子、３１…電源部。
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